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東近江市希望都市づくり行動計画策定市民委員会 第 15回検討会議 会議録 

 

■開催日時 平成２２年３月２３日（火）午前３時～午前５時３０分 

■開催場所 東近江市役所３階 ３Ａ会議室 

■出席者 

  委 員 土山希美枝（委員長）、今堀治夫（副委員長）、村田尚子、川島民親、澤田弘行、細矢昌孝、向井隆、堤吉

男（欠席：岩崎恭典、大和田絹代、藤澤信照、井田さだ子） 

  策定員 久田哲哉、嶋村明美、福井健次、大辻利幸、古川光子、川島美子、井口みゆき、泉本了 

 （欠席：久保文裕） 

  事務局 園田企画部長、国領企画部次長、都市経営改革課 西澤、企画課 平木、吉澤、加藤、西川 

■議  題 希望都市づくりに向けて 

 

■会議録 

（委員長） 

 15 回目の検討会議ということで、延べにして数えますと、最

初に打ち合わせをさせていただいてから16 回の最後の委員会と

いうふうになりました。 

 この間の皆さんのご議論によって、東近江市希望都市づくり行

動計画がほぼ確定されました。これについては、既に何回か皆さ

まに見てお願いしていこうと思いますので、特段何かこれはおか

しいという改ざんがあったというようなことがあれば、あとでお

話しいただきたいと思います。 

 ここでめくっていただきますと、こちらの20 ページに「付帯

意見」というところが白紙でございます。ここは、私たちが希望

都市づくり行動計画の議論をしていた中で、実はこうなんだよね

とか、実はああなんだよねというふうに、マニフェストにはとど

まらないけれども、まちづくりの方向性として、こういうやり方

でいっていてほしいといったことが、いくつかありました。27

番などの項目、27 番や28 番、そこの項目などについて28 番と

かですね。それについても、そういったことがいろいろ出てきま

したけれども。そういうことで、委嘱された内容はだいたいでき

たのだけれども、それに加えて、その後のまちづくりを進めてい

くときに、新しい方の資料ですが、ということで、ここに委員会

として、こういうふうにまちづくりを進めていってほしいという

ふうなことを書いて、市長にお渡ししたいというふうに思ってお

ります。 

 その意見の取りまとめを、だいたい４時半ぐらいまでには固め

たいなというところでございます。 

 前回出ていなかった図が、こんなふうに出ています。26 ペー

ジのところの図ですが、「希望都市づくり行動計画の具体化と具

体化への取り組み」ということで、行財政改革、安心の三重奏・

発展の五重奏というふうなタイヤの両輪である、これはタイヤの

両輪なのか、持ち上げようととても重いバーベルなのかは、見方

によっては微妙というお話が、いずれにしても、これが両方の輪

であるというふうなところは間違いのないことだと思います。 

 それに対して、こんなふうなプロジェクトになりました。27

ページ以降は、27ページ・28ページはそれぞれの項目について、

実際にこういうことが動いていますということについて書きま

した。 

 それから、それ以外のものについては、方針に基づき総合計画

の中で検討・具体化を進めるということで、矢印の担当課が関わ

って、担当課の中で私たちの意見を踏まえて検討を進めていって、

それは総合計画の中にきちんと反映させてくださいということ

になります。 

 ただ、ここを見ただけではＡ・Ｂ・Ｃで特に区分されていない

ので、私、先ほどちょっと事務局にバックヤードでお話、後ろ側

でちょっとお話をしていたのですが、できればここに、Ａについ

ては総合計画の中にしっかり織り込み、Ｂについては総合計画の

中で検討していく、Ｃについては財政の状況と合わせて検討して

いくぐらいを書くと、具合が分かれていいかなというふうに思い

ます、ということになっております。 

 最後に何か一言というのがあると思うのですが、ちょっとそれ

は４時半以降まで置いておきまして、先に、それでは今後の東近

江市のまちづくりに大事にしてほしいこと、あるいは重要な課題

となることということを、ちょっとグレイストーン、意見の出し

方を組みたいと思います。 

 お題は今後の東近江市のまちづくりに求められる、じゃないな、

何て言いましたか。今後の東近江市のまちづくりの望むところと

言いましたか。東近江市のまちづくりの基本的な方向性と言いま

したか。求められることですね。題のつけ方でずいぶん内容が変

わってきてしまいますね。 

 ということで、「こういうことを大事にして市政を運営してほ

しい」というのを、お１人ずつ、私を除いて12人12×２分ずつ

お話しいただくと、だいたい最初の30～40 分が終わるという形

なので、それをまず伺ってから、少しまとめていこうというふう

に見ていただきたいと思います。 

 どなたからでもけっこうです。どなたから先頭にお話いただけ

る方おられますか。手が挙がったような、お願いします。 

 

（委 員） 

 いいですよ。２つ思うことがあるのですけれども、１つは、市

長の方針に基づく施策の展開というのは、大変重い税金を支払っ

ている住民には、すばらしい総合計画をすることも大切であるけ
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れども、完全なやっぱり合意形成というか、説明責任というもの

が極めて大切であって、非常に重い。 

 これは考えていかなければいけないということが１点と、もう

１つは、行政のスリム化というのは、極めて大切なことであると、

そのことが、いろいろな委員会の経過の中でわかったのですが、

ただ大切であるけれども、地域住民の声をいかに正しく聞いてい

くか、ということの問題。 

 その過程で地域のことは地域でやっぱり考えて実行する姿勢

を大切にすること。ただし、地域にそれに伴っての責任を持った

体制で、今後まちづくりをしていかなければいけないというふう

に、私は感じました。 

 

（委員長） 

 地域も責任を持ってすることと、責任を持ってできる体制を、

事業としても取り組む。ありがとうございます。次に、同じだと

いう方、どうぞ。 

 

（委 員） 

 ４点ばかり、ちょっと今の設定には少し外れるかもわかりませ

んが、聞いてください。 

 今回、このマニフェストをいろいろ検討してまいりまして、事

業仕分けじゃないですけれども、お目付をさせていただきました。

マニフェストというのは、いろいろと勉強しております中で、つ

くられた過程は選挙目的のと言うと言い過ぎかもわかりません

が、選挙に臨んでつくられたという格好のものでありまして、外

から見て、外にいらっしゃるときにおつくりになったものである。

それが今一生懸命やっていますと、外で見てつくられたものと、

内に入ってから、それがどういうポジションであるのかという、

少しギャップを感じました。少しじゃなくて、相当ギャップを感

じました。 

 ですから、この辺のギャップを、従来から行政としてやって来

られた中に、マニフェストで私たちがウエイト付けしたものをう

まく組み込んでやってほしいというのが１つです。 

 それと、このマニフェストの中に欠落していたものがずいぶん

あろうかと思います。これは市として基本的な計画で進められる

ものの中に当然入ってあると思うのですが、合併して東近江市に

なったこの市は、五個荘を中心とした三方よしの精神で、「商業

のまち」という格好で従来から進んできたと思われますし、商業

がメインに、表に出ていたと思うのです。ですから、商業という

ことについて、もう少し踏み込んだマニフェストの項目があって

もよかったのかなというように思いまして、この辺については、

もう少し従来からなさっております施策の中に組み込んでやっ

ていってほしい。 

 それと、文化という匂いの項目がどこにも出てこなかったよう

に思うのです。文化というのは、今回合併しまして、各旧の町・

旧の市が、市民が持っておりますいろいろな生活の中で生きてい

るものですから、日々変わってはくるのですけれども、文化とは

心の形と申しますので、文化道をもっと高めていただいて、より

高い文化性のある市にしてほしいということであります。 

 それと、今回の件について、目玉と言うとおかしいですけれど

も、目玉的なものが何もなくて、ずっとやってきた中で「希望都

市をつくる」という、この「希望」という言葉がずっと私の頭の

どこかに引っ掛かっておりまして、これで希望ということが感じ

られるのだろうかという疑問を今も持っております。 

 ですから、従来からやってこられました施策の中に希望のある

ようなものを見いだしていただいて、このマニフェストの中の項

目と合わせて、うまく進めていただきたいという希望を持ってお

ります。 

 希望という言葉は、この中でいきましたら、何か目玉らしいも

のがあってほしかったなというように思うのです。具体的に言い

ますと、これはちょっと別に書いていただかなくていいのですけ

れども、例えば、極端な話、かつて廃村になりましたイバラガワ

村というのがありました。そこは電気がなかったわけです。今で

すと、お天道さまから電気をいただけますし、きれいな水はあり

ますし、きれいな水があれば野菜だって室内でできる世の中です

から、本当のエネルギー、自然エネルギーで生活するというエコ

ツーリズム的な村ができるのじゃないかと、こういう廃村茨川の

廃村を復活させるとか、これは道でもいいのですけれども、そう

いうような何かちょっとアドバルーンがほしかったなという気

がいたしました。 

 案外１つ１つの項目をやっておりますと、地味やなと考えなが

ら今日に至っておりますので、希望ということを感じられるもの

を見いだしていってほしい。 

 最後に、今回はとりあえず、市長さまの任期、３年先までとい

うのをだいたいのターゲットでいろいろ検討しております。次の

任期７年目です。10年先を見越した計画というものに、今回我々

が重み付けしたものが果たしてあっているのかどうかというの

を大変疑問に思っております。 

 ネット世代とか、その辺がもっともっと進むのじゃないかとい

うように思います。10 年先を１つひとつの項目に対して掘り下

げて、もう一度いつかの時点で、こういう重み付けをやっていく

必要があるのじゃないかなというように感じました。以上です。 

 

（委員長） 

 ありがとうございます。すみません、私、書いているうちに５

つになっちゃったのですけれども。 

 

（委 員） 

 ごめんなさい。 

 

（委員長） 

 ５つでよかったですか。 

 

（委 員） 

 いくつになってもいいです。 
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（委員長） 

 重み付けと、商業をもう少し踏み込んでよかったと。文化の話

と目玉という話と10年後で５つですね。次、どうぞ。 

 

（委 員） 

 長い間いろいろとお世話になりました。初めての世界でござい

まして、政治というのは大変だなと、しみじみと思ったのです。 

 夕べもちょっと最後なので考えていたのですけれども、この安

心の三重奏、発展の五重奏は、なかなかりっぱなものだと思うの

ですけれども、これを考えてみるとすべて具体的な施策、私はど

ちらかと言うと理念的な生き方をする方のたちでございまして、

いつもここで何か一番欠けているのは何かなと。 

 この三重奏・五重奏というのは、たぶん市長さんが当選するた

めの、極端に悪く言えば、市民にへつらうと言ったらおかしいの

ですけれども、１票ほしいというようなことで掲げられたマニフ

ェストだと思うのですけれども、ただここで一番欠けているのは、

先ほど細矢委員が言われた文化とか、そして一番欠けているのは、

私は教育だと思いました。 

 教育の問題が何も出てきていない。例えば、中学までの医療無

料化とか、給食の提供とか、給食のところでも、この前向井委員

がちょっとこれもなかなか難しい問題があるということを言わ

れたのですけれども、例えば、給食というところで何か強い子が

すべて自分の好きな物を取り上げて、どうのこうのという話がち

ょっとでてきたのですけれども、食べ物を食べるときというのは、

一番教育的な配慮というのですか、こういうものが非常に大きな

影響が出てくるものだと思うのです。 

 そういう観点からしましても、これからの希望都市というのは、

すべて教育というものに対する姿勢というものが、これからは最

優先事項になるのではないかなということを思います。それがち

ょっとすべて理念的じゃなくて、具体的な形でばっかり出てきて、

例えば、全中学校で給食を提供というのがあるのですけれども、

お母さん方に対しては楽かも知れない。しかし、子どもの教育と

いうことに関してはどうなのかなと、もう１回ちょっと考える必

要があるのじゃないかなと、いろいろ感じるのですけれども。 

 まず、そういう点がかなり欠落していたのではないかなという

ような気がいたします。もう少し、私も最初にあれしたのですけ

れども、政治哲学というのですか、東近江市としての近江市がこ

れから生きてための１つの政治哲学というのですか、行政哲学と

いうのか、哲学することですね。そういう大きな核となるものを

持っていただかないと、何か世間一般の他の行政機関と同じよう

に流されていくのじゃないかというようなことを感じます。 

 逆に言いますと、非常にこれからの東近江市というのは、やり

がいのある市となっていく可能性もあるわけで、そこの点が１つ

あるということと、もう１点は、この行政のやっておられること

を、いかに住民あるいは市民レベルで、市民レベルというとおか

しいですけれども、市民にわかりやすく説得していくか、あるい

は協力してもらったり、いろいろな相互のキャッチボールできる

１つの文章構成というのですか、合法的な手腕というのですか、

手段というものをもう一度、これは律令国家成立以来、千年以上

も続いてきた文章構成かも知りませんけれども、このあたりを打

破していただいて、少し暖かみのあるというのですか、「わかり

やすく暖かみがあり、かつ理解しやすくて、何か勇気を持たせる

ような方向活動」というのですか、これが非常に重要なのじゃな

いかなというような気がいたします。 

 こういうものを一般のものが見ても、あれっというような感じ

で、この内部のものはよく勉強させてもらってわかるのですけれ

ども、外に向かうと、さて、これどうかなというような気がいた

しますので、この２、３点が、私の感じた意見でございます。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。念のため、ちょっと補足させていた

だくと、首長は、教育の内容に踏み込んではいけないのです。 

 

（委 員） 

 何がですか。 

 

（委 員） 

 政治家とかは、教育委員会がありますし、教育委員会は市長か

ら独立していなければいけなくて、市長自身が教育の内容につい

て、ああだこうだと口を出す、基本的にはしてはいけないことに

なっているのです。その難しさはあるかなと。 

 

（委 員） 

 人材を育てると、だから、そういう壁もやっぱり打ち破らない

といかん時は打ち破らんと。 

 

（委員長） 

 それは打ち破れると。 

 

（委 員） 

 市長自らが、だからそういう意味でのことを言っていますので、

冷たく分けてしまわないで、いかなるものでも教育とは関係して

くることですから。 

 

（委員長） 

 人づくりという言い方で、幅広みをとらせていただいていまし

たので、人材育成と人づくりということで、逆にそれをやると教

育委員会から市長の政治的な介入だというふうになるところで

はあるかなというふうに思いました。そこだけ少し補足させてい

ただきたいと思います。文章の表現については、おっしゃるとお

りのところがあります。 

 ほかに、次の方、そろそろ久保さんとかいかがですか。名前を

出さないようにしますので、職員から思うことをポイントに。 

 久保 

（策定員） 

 ご指名をいただきましたので、ちょっと年明けから、ちょっと
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の業務の都合で確定申告の受付をさせてもらっていて、長らく失

礼していました。すみません。やっと出席させていただけるよう

になったので、もう最後の回になったのですけれども、夏ぐらい

からこの委員会に出席させていただいて、こんなにたくさん、何

て言うのですか、台本のない議論というのですか、が、された検

討委員会というのは少なかったのじゃないかなというふうに率

直に思っております。 

 今までの計画というのは、とにかく何々やります、やりますと

いう計画だったのですけれども、この計画の中では特に何々を減

らしますとか、やめますとかというのが議論の中心の１つになっ

てあったのではないかなというふうに思っています。 

 そういった計画の策定については、もうフィナーレを迎えるの

ですけれども、希望都市づくりについては、今これからはプロロ

ーグ、これから始まるときなので、よく計画というのは計画倒れ

になることも多いのですけれども、これだけ議論をしていただい

た賜物のこの計画を、難しい内容も確かに多いと思うのですけれ

ども、職員としては着実に進めていけるように、そして、１市民

としても多くの市民の皆さんと一緒に進めていけるように取り

組んでいきたいなという思いを、決意を改めてしたというのが１

つです。 

 何が希望都市かというと、やっぱり子どもたちの世代がずっと

笑顔で暮らせることが最終的にはそうなのかなというふうに、こ

れは最初から思っていたことなのですが、そんなまちになるよう

に取り組んでいきたいという改めて感じたところでございます。 

 

（委員長） 

 ありがとうございます。次の方。 

 

（委 員） 

 今回参加させていただいていまして、中小工業の切り口からと

いうことで参加させていただいたのですが、やはりマニフェスト

には、その商工業に関するところというのがやはりかなり少なく

て、なかなかそちらの方面に発言させてもらえる機会が少なかっ

たので、この機会にちょっと言っておこうかなと思いまして、前

回もちょっと言ったのですが、やっぱり納税という税金に関して

産業が、経済が疲弊すると税金が少なくなる、今かなり市内の経

済がよくない、地域経済がよくない状況になってきているという

中で、皆さん必死に税金を納めているということは、行政の方は

重々理解していただきたいということと、それと経済政策であっ

たり産業政策であるということは、即、まあ言ったら税収アップ

につながってくる。マニフェストにないところではありますけれ

ども、唯一税収を上げられる可能性があるところであるというこ

とを、経営努力をすると言いますか、販売努力と言いますか、う

ちらの道理で言うと、そういうことが収入アップにつながるわけ

なので、行政の方でも、この経済政策・産業政策というのは税収

アップにつながるということを、やっぱり意識していただいて、

地域経済についても取り組んでいただきたいなというふうに感

じています。 

 それともう１点、もっとぐっとした感じのことなのですけれど

も、里山というのは皆さんよくご存知だと思いますけれども人の

手が入ることによって生物が多様化されて、環境への対応、変化

の対応ができるという話なのですが、まちというのは、やっぱり

行政の手が入ることによって、生活や様式、総合文化も含めて経

済も含めて多様性が持たれるわけであって、いろいろな変化に、

高齢化であったりとか、教育の問題であったりとか、いろいろな

変化に対応できると思いますので、あくまでも行政としてまちの

多様化のために、まちにどんどん、どんどん手を入れていってい

ただきたいなという。 

 そのためには、市民である我々も、骨身を惜しまず協力させて

いただきたいと思いますし、ここがやっぱり一番の協働の根本的

な基になると思いますので、まちの多様化のために行政と市民の

連携をというふうに感じました。以上です。 

 

（委員長） 

 ありがとうございます。もう一方。 

 

（策定員） 

 思うのですけれども、やっぱり言ってくださったように、人材

育成というのはすごく大切で、例えば、まちづくり協議会さんと

かでも、今すごくがんばっていてくださっていても、その年代が

お歳を召されていくにしたがって、次の人がないとかということ

ではなくて、やはり皆さんががんばっている間に、次の人材を育

ててくださることが必要活性化になると思うし、それは同時に市

役所の中でも、あんなふうに年齢構成を見せられたときに、下の

人をどうやって育てていくかということも私たちももう少し努

力をしないといけないなということをすごく感じました。 

 それから、市民の合意という意味では、何か12万人いたら12

万人の思いがあるわけで、すべての人が確かに、この計画に合意

はされないと思うのですが、やはりそういう意味でいろいろなこ

とで市民さんとお話できる機会というのを、私たちは一番健康セ

ンターにいるので、そういう意見をもっと上にあげやすいような

仕組みづくりとかもこれからは必要じゃないかなと思いました。 

 それから、竜王町はキャッチフレーズとして、私はどうしても

健康方面にしかあまり興味はないのですけれども、竜王町は「住

むだけで健康になるようなまち」、そういうような感じのキャッ

チフレーズで、と一緒にお店を登録とかされて、何かそこで健康

のレシピを渡したりとかをやっておられるのですけれども、ちょ

っとそういうような一体となったいいキャッチフレーズがあっ

て、みんなが関われたりするという、そういうようなまちづくり

を、市としてはちょっと大きすぎてというのであれば、町戸単位

で何かできるように、私ももうすぐ向井さん側に入れていただい

てそういう活動ができるようになりたいなと感じました。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。次の方、 
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（委 員） 

 今言われた部分と同じ部門で、障がい者の方から立場のほうで

出させてもらったのですけれども、この中に、その中で障がい者

も高齢者も教育、子どももみんながやっぱり原点は１つだと思う

のですけれども、生き抜く力というか、その力を養うのがやっぱ

り子どものときからとか、そこら辺が教育とか、先ほど言われて

いた給食の問題とか、全部関わるのですけれども、障がい者にし

ろ高齢者にしろ、生き抜く力を、全部個人個人がやっぱりがんば

ってつけていくという、うちは娘も言葉もないし、真剣にできて

いませんけれども、目と顔でにこにことして隣りの人から食べも

のをもらうと、山下清ですけれども、おにぎりさえもらったら、

私は生きていけるからやっぱりにこっとするように育てたらい

いわと思って、それでそういう育て方をしてきたのですけれども。

やっぱり可愛がってもらえたら、お菓子の１つでももらえるだろ

うと。私がいなくなっても、この子は食べるには困らないという

そういう障がい者でもそういうようなことと、年寄りでもそうだ

と思うのです。 

 高齢者はこれからどんどん増えていきますけれども、やっぱり

力をつけるというか、最後の最後まで生き抜く力というか、そこ

の辺で、先ほど言われた町協の中とか、どこのところでも何が足

りないかというか、子どもの分野にしろ、教育の分野にしろ、障

がい者にしろ高齢者の問題にしろ、足りない部分をやっぱりもっ

と行政の人と、それから一般市民のものがもっともっとコミュニ

ケーション図って、そこを行政が足らない分を、どうやってした

ら手助けできるか、先ほど誰かも言われたように住み分けですよ

ね。 

 まちでできることは自分たち、個人でできることもやっぱり責

任を持ってするということは大事なことだと思いますし、その辺

で何もかも助けてくれ、助けてくれじゃなくて、やれることは自

分でやらないとだめ、高齢者も障がい者も私は強くたくましく生

きないとだめという、そこら辺で、でもやはり、建物もほしい、

何もかもいろいろないものもいっぱいあると思うのですけれど

も、その中で何が足りないかということを、もっとコミュニケー

ション図ってその辺を行政の方できちんと見極めてほしいとい

うか、そこらの辺の問題も希望都市の中にやっぱりマニフェスト

全体の問題。 

 １つじゃなくて、わからないのですけれども、全部１つずつの

項目もみんな障がい者だけじゃなく、高齢者だけじゃなくという、

子どもからやっぱり、この東近江に生まれた限りは、みんなここ

で歳をいっていくのだったら、もう生き方は皆一緒だと思うので

すけれども、そこで、その時々々に足りない部分を、それを何か

と見つけていく、お互いに見つけていく、やっぱり足りないこと

を言っていかないとだめだし、それで行政も聞いてもらわないと

だめだし、自分のできることはやっていかないとだめだしという、

その辺をもう少しきちんと整理していったら、何かできるか、何

がしなくてはならないかがわかってくるのではないかなと思い

ます。以上です。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。泉本さんはどうですか。 

 

（策定員） 

 合併して５年ぐらい経ちますけれども、成熟した都市と言われ

るところとは、まだやはりかけ離れていると、これは当然のこと

だと思うのですが、そういう成熟したまちへいくという、もうそ

ういう段階に来ているのかなと。そういうためにはどういう規模

なのかなと、どういうお金の使い方をしていかなければいけない

のかなということを考えていかないといけないのかなというふ

うに思います。やっぱり、暮らしだと思いますので、豊かに暮ら

せるというか、普通に暮らせるというか、そういうまちにしてい

くために、どうしたらいいのかということを考えながら、希望都

市になれるように１市６町の集まりではなくて、東近江市として

新たなステップをしていく時期にきたのかなと。そのためにはど

うしていかなきといけないのかなということを考えることだな

というふうに思いました。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。委員、次、そろそろいきますか。 

 

（委 員） 

 何回も欠席がちで申し訳なかったと思います。すみません。 

 皆さんのおっしゃっていることは、どれにも頷けることばっか

りで、上手にまとめていただいているのですけれども、やっぱり、

何と言うか、一番は希望都市という言葉どおり、皆さんに一番わ

かりやすくキャッチフレーズ、さっきもおっしゃいましたように

キャッチフレーズを掲げていただいて、１つにまとまって進んで

行くみたいな形をとっていただいたほうが、子どもからお年寄り

まで、東近江市はこれに向かって、今私らはやっているのだと、

いろいろな立場の方がおられると思いますので、いろいろな立場

で、福祉の立場、商業関係の方とか、教育の立場から、いろいろ

なことで皆さんがそれに向かって、私たちが今は何ができていけ

るのか、行政にはこういうことができるのか、いろいろな形でみ

んなが１つになれるような形でいけたらいいのと違うかなと思

います。 

 難しいことは言えませんけれども、先ほどの納税の話ですけれ

ども、やっぱり経済が回らないと地域は回っていかない。そうい

うことは、子どものころからみんなにやっぱりそういう義務、納

税の義務というのもありますし、そういうこともちゃんと教えて

あげて、だから世の中はこのように回っている、そういう仕組み

ですね。何につけても仕組みがあると思うのですけれども、全部

そういう、このためにはどういうことがあって、こういうように

回ってきているのかということを、それぞれの立場から皆さんが

今後伝えながら、まちづくりに参加していただきたいなと思いま

す。 

 

（委員長） 



 6

 仕組みを使いながらというのは、例えば、経済のところの人は

経済の仕方とか、例えば、自治体とかいろいろなまちづくりに関

わっている人がまちづくりをとか、そういことを、子どもや周り

の人に伝えていこうという、そういうつながりですもですね。 

 

（委 員） 

 学校でも何でも、地域の人が、先生じゃなくて、ガッといえる

と思いますし、とりあえず知っている者が、知っていることを確

実に伝えるというのが大切ではないかなと思います。 

 

（委員長） 

 子どもとか人格者に限らず、周りの人に。 

 

（委 員） 

 地域でもいろいろなところに。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。まだの方、どうぞ。 

 

（委 員） 

 先ほど、策定員が職員さんの立場でおっしゃいましたし、私も

そのようにかねがね持っているのですが、１市６町が合併して、

まだ数年しか経っていませんけれども、やっぱり市民のパワーを

１つにしてまちづくりをやっていく、そういうことが求められて

いるし、求められてくるわけですけれども、まだまだ市民の皆さ

ん方が、12万市民が１つになれていない。 

 先ほどから言いましたように、それぞれの１市６町のバリアが、

みんなお互いに感じていながら、ずっと日々来ているように思い

ます。やっぱり市民の心を１つにまとめて、新しいまちづくりを

していくということが、非常に大事だと思います。よく言われる

のですが、合併した年に、オギャアと生まれた子が成人になるこ

ろにならんとなかなか難しいということをよく聞くのですけれ

ども、そうであればあるほど、やっぱりここはひとつ、みんなが

努力しないといけないなと。 

 特に、市のあらゆる行政の展開をされるにあたっては、常にそ

のことをやっぱり頭に置きながら、市の職員の皆さんも、委員の

皆さんも、市長さんのおかげですけれども、考えていただけると

大変よろしいのじゃないかなと。やっぱりどうしても、みんな旧

の市・町に凝り固まって、東近江市民という自覚なり、認識なり

が 12 万市民１人ひとりにまだまだ定着していませんし、無理な

話かもしれませんが、やっぱりそれが何よりも私は大事やないか

なと思いますので、やっぱりそういうところにみんなが目を置き

ながら、市政運営、市の行政各案を進めていただくと、少しは形

になるのでは、もっともっと時間が短縮できるのではないかなと

いう感じがするのです。 

 

（委員長） 

 市の職員の方でまだお話されていない方は？そろそろかなと

思っているのですけれども、どちらかで。 

 

（策定員） 

 私、ちょっとすごく緊張し過ぎていまして、全然話がまとまら

なくて、また１番最後になったらどうしようと思って、もう心臓

がドキドキして、今みんなに心臓を見ていただきたいぐらいです。 

 まちづくり、感想みたいな形になってしまうのですけれども、

希望都市づくりに参加させていただいて、一番に思ったことは今

までの総合発展計画でしたら、行政側から本当にしていかなけれ

ばあかんことを、大まかなことを、これとこれとこれ、じゃあこ

れでお願いしますね、皆さんどうですかみたいな、そういう形の

形式だったのが、まったくこの策定委員会では、その様式が違っ

ていまして、私自身がとまどいました。 

 自分の意見をしっかりもたなければいけないということもあ

るのですけれども、そういう意味では総合発展計画の中でせっか

く皆さんに出していただいた意見を本当にどれだけ反映できる

か、また反映した中で住民の皆さんにどれぐらい進めていけるか

というのは、すごい市役所に働く１職員ですけれども、これから

がんばっていかなければならないことだなということを思いま

した。 

 それと、例えば、合併して「鈴鹿からびわ湖まで」とよく言わ

れますけれども、本当に、その利用地域というところは、風土と

か生活様式とかも広くなった分、やっぱり全然違うと思います。

それでもやっぱり東近江市になって本当によかったなと、みんな

が、今住んでいる者も感じたいし、これからの子どもとか、生ま

れてくる人とか、例えば移り住んでくる人が、今後地域で、国に

頼らず自立していけるというか、そういうような何か考えていか

ないとあかんなと思いました。それの第一歩が、今日のこういう

ような会議かなと思いました。 

 

（委員長） 

 ということでいいでしょうか。 

 

（策定員） 

 希望都市ということで、あげられていたマニフェストですが、

実際やっぱり財政面のことであるとか、行政の職員の人数のこと

であるとか、聞かされると、すごく行政にいる私は全然希望じゃ

ないしという感じで思っていたのですが、でも、それぞれ項目が

あって、具体的に書かれているようですけれども、でもこういう

やり方でするという、この中にやり方が書いているわけでもない

ですので、そのやり方は自由なので、その辺はやはり行政だけじ

ゃなくて、市民さんも一緒になって取り組んでいく。そして、自

分たちで希望都市にしていくということが大事だなと思いまし

た。 

 そうしていこうとすると、ここの今の28 ページに、答申を受

けた今後の対応というところで、それぞれ課が書いてあるのです

けれども、その課以外のところも、どんな施策であっても関わっ

てくると思うのです。なので、私らはすぐにこういう課の名前を
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見て、自分のところがなかったら関係ないわというように見るの

じゃなくて、何か関われることがあるのと違うかなというふうに

見て、ちょっとでも、あっ、こことリンクしたらいいのと違うか

なというアドバイスが、市民さん向けに私たちができたらいいか

なと。そうすることによって希望都市につながっていくのじゃな

いかなというふうに感じました。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。皆さんからたくさんいただいて、た

くさんあるのでどうしようかな。スペースはそろそろ足りなくな

ってきましたが、できるだけちょっとスペースを何とか。 

 前半の部分を振り返りますね。前半の部分のところでは、まち

づくりの具体的な内容について、いくつかの指摘がありました。

まず、商業、それから他の委員さんからも、商業商工業の項目が

マニフェストの中ではちょっと少なかったよね、もう少し踏み込

んだ発言があってもいいのではないかと。委員のおっしゃる言い

方で、やっと手をいれていくという言い方がでました。 

 教育というのを人づくりとか人材育成という言い方にちょっ

と置き換えさせていただきたいと思いますが、人材育成や今後の

まちや地域を担っていく、ここもそうですね。市役所あるいは地

域もそうですけれども、地域も市役所も次の世代を育てるという

ことや、文化も旧市町にある文化と、それを１つにまとめて、ま

とめてというか、文化の違いを、しかしそれ自身は東近江市の文

化施策としてどう生かしていくかというようなものについては、

マニフェストの項目自体がちょっとあがっていませんでしたよ

ねというご指摘がありました。そのあたりは、項目としてあがっ

ていないという話です。今緑でまわってきたところがだいたいで

す。 

 施策としてもうちょっとあった方がよかったのじゃないかな

ということでしたね。だいたいマニフェストの具体的な中の事業

がでました。 

 それから、やり方についての表現がありました。委員がおっし

ゃられた合意形成とか説明責任、合意形成を進めることにも、こ

ういった形というような市政の運営をしていくべきだと。 

 それから、政治哲学みたいなものをきちんと示しながら、それ

はたぶん今日の夜に聞いていただける、市長はきっといや市民参

加と情報公開ですとおっしゃるという部分があるかなと思うの

ですが、でもそれならそれで、やはりそれを見せながら、こうい

うまちづくりをしていくのですよということが見せていくこと

が必要だというふうなことだと思いますし、それは別のところで

委員がおっしゃっていた「こういうまちづくりなのですよ」とい

う１つのキャッチ。 

 そうですね、策定員さんも竜王とかは「住むだけで健康になる

まちづくり」ということで、みんなが関われるまちづくりのコン

セプトをおっしゃっていましたが、みんなが関われるまちづくり

のコンセプトを１つ提示して、それを政治哲学という、それをた

ぶん言い換えると政治哲学ということになるのですが、そういう

ことを見せて、そういうことを示していくということが必要では

ないかという言い方をされていたと、そういう提案が１つありま

した。 

 合意形成と説明責任、そのプロセスの中では、当然合意形成と

説明責任も関わってきます。この同意形成や説明責任というのは、

後ろまためくってもうちょっと指摘しようと思いますが、委員さ

んがおっしゃっていた市と市民の間で何が足りなくて、それを補

うにはどうしたらいいのかというのを、つまりコミュニケーショ

ンが足りないとか。 

 それから、委員さんがおっしゃったように、ひとつになってい

くという、そのためのやり取りとか、そういったところの全体に

かかってくる意味、簡単に言いますと、もっとやっぱりいっぱい

しゃべりましょうと。１つのまちにしていくというのならば、そ

れにたぶん伴う何か具体的な課題があったときには、お互いにそ

れをどうやったら補えるか、何が足りなくて、どうやったら補え

るか語りましょうという、まちづくりのコンセプトを語るときに

は、じゃあやっぱりどんなコンセプトでどんなやり方でやってい

くかということを語りましょうと。 

 １つのまちになってつくっていくということは、やっぱり私た

ちの１つのまちというのは、どういうことなのだろうと、市民の

力を１つにしていくというのはどういうことなのだろう、そうい

った今具体的に出てきた課題だとか、こういうことに取り組もう

だとか、それにはどうやって取り組んだらいいのだろうねという

ふうに語らって、それをもとに実際にやるということになってい

くのだろうと思います。 

 それが、委員さんがおっしゃられたところの２番目の行政のス

リム化と地域住民の声をきちんと反映させていくということを

両立するために、地域がすることは地域がするのだけれども、そ

れを丸投げで地域に任せたよということじゃなくて、お互いの役

割分担をきちんとして責任を持って進めていきましょうという

ことがつながるのだろうというふうに思いました。 

 ということで、やや前半の方は簡単にまとめさせていただいて、

後半です。子どもたちが生き抜く力、まず養っていく。それは地

域だとか町協だとか、いろいろな主体と関わり出てきますが、そ

この足らない部分、見つけて話して整理するとおっしゃられてさ

れている。見つけて、話して、整理して、役割分担としてという

ふうにおっしゃられていたと思うのですが、やっぱりそのプロセ

スなのだろうというふうに思います。 

 それは具体的に、じゃあどうやって具体的に、東近江市という

１つのまちづくりを進めていく中で、市民と行政との関係をどう

やってつくっていくかということが、たぶんおそらく後半の話に

出てきたのだと思います。それが今申し上げたことですね。 

 委員がキーワードでおっしゃったのが成熟という言い方なの

ですけれども、こういう規模でこういう資源があって、こういう

まちだよという、じゃあ、それはこういうまちだよという、１市

６町の認識ではなくて、１市６町がバラバラで寄せ集まっていま

したということでは、それはむしろ１つの市として考える、それ

を考える時期にきているのですよねということ。 

 それから、委員がおっしゃっていた「伝え合う」という、今掘
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委員さんがおっしゃられた１つのまちとしてのまちづくり、時間

がかかる分、努力をしたとおっしゃっていたのは本当にそのとお

りだと思って、今でも 20 年経っても振興計画つくるときに、各

地域の要求を旧の自治体の枠組みごとに集めて、寄せ集めるとい

う総合計画をいまだにつくっているという自治体もあって、20

年経った場合、１つのまちのあり方というのを、１つのまちにし

ていこうという努力がなければ、やっぱりそれはもともとの塊で

残ってしまっているのはあるはずですよねということで、たぶん

努力が必要ですが、この努力をどうやってしていくのかというの

は、こうした課題や、こういうまちづくりをしていきますという

ことで、集まって語って、それを何か展開していくということな

のかなというふうに思うし、皆さんもそういうことをお話されて

いました。 

 行政として見たときのお話も、とてもいいポイントがありまし

た。ここの委員会、いろいろな方が、ここでも策定員さんがおっ

っしゃっていただきましたけれども、これまでの委員会だと、要

するにあんまり話さないというか、あんまり議論しないで、自分

のところの提案があって、それを証明するというスタイルが多か

った。こういう委員会のものがないとかというふうにおっしゃっ

てくださったり、最初のところで、ここは台本のない議論、しか

もやります、やりますということだけではなくて、何をするかみ

たいなことで議論できる場ということを言われたのですけれど

も、実際にいろいろな要求があるものを、要求を全部取り込もう

ということではなくて、それじゃあ何をお互いにやってもらいま

しょうかみたいなことを、議論できるような場というのは、市民

と自治体の間に必要なんだということは、特に23番に。 

 どこでしたか。27 番のところででてきましたよね、まち協が

やるのか、自治会や町内会のレベルがやるのか、それともほかの

主体がやるのかというお話をしたときに、当然、地域地域で違う、

それはやっぱりそこの人たちと話し合って、お互いが何をやるの

かということをやっていかないといけないし、それをやり取りし

合うことを進めていくことは、やっぱり継続的にされていくこと

なのだろうと、そういうことを話す場が必要だという話がありま

した。 

 それから、23 番のときに人件費だけじゃなくて、建物の話が

でました。建物をどうしますかという話をしたときにも、その建

物をじゃあ新市で一体としてみたときに、やっぱりつくった経過

として、すごく必要だなという訳でつくった訳ではない建物もあ

るという率直な表現は驚きましたけれども、そういった中で新市

としてみたときに、どれがいって、どれぐらいのことができて、

どれがいって、どれがしょうがないのかということについては、

とにかく話し合う機会を持つべきだという話がでましたが、これ

もこういうふうに行政が台本を書いて、はい、これでいってくだ

さいというタイプの委員会ではなくて、じゃあどうしましょうか

というようなタイプの委員会というのが必要なのだということ

なのだと思います。だからこそ、そうやって議論した結果だから

こそ、逆にそれを生かさなければいけないという重みもでるとい

うことなのかなと思います。 

 策定員さんがおっしゃられた環境としては、非常に何か希望が

あるのかなというふうな感じはあるのだけれども、やり方によっ

て希望の持てるやり方というのを見つけていくのが希望都市と

なるのではないかなと。 

 そこでおっしゃられていたのが、今回あんまり出てきませんけ

れども、ほかの担当課とのリンクという言い方をされていたので

すが、行革のところで、やっぱり行政の仕事の仕方も変えてもら

った方がいいことがあるよねというのが出てきました。例えば、

「本庁の方でないとできません」というのを、「本庁の方に聞か

ないとわかりません」というのを、それでいいのかと。そもそも

対応としてそう言わなくてもいいのじゃないかという話になり

ました。行政の仕方、人数が少ない中で、支所という機能がある

ことを前提にする中で、どうやって役所の中で、これまでの仕事

の仕方をしていたら、当然人も減りますし仕事も増えますから、

やっぱりそれはパンクしてしまう。そうではなくて、行政の中の

仕事の仕組みをどうやって能率的に変えて、そのことが市と市民

の関係というのを掘り起こしていくための仕組みの改革をする

かということが必要なんだというふうに思いましたし、そこは行

財政改革の推進のところに出てきたというふうに思います。この

大きな 26 ページのところに、行政の仕事の仕方、組織のあり方

の改革というところです。行革というのは、単にコストカットだ

けではない。単にコストカットだけではないのだという言い方は、

退職者不補充のところに出てきました。退職者不補充のところで

は、人件費とかは、人件費の問題は大変だけれども、退職者不補

充ということではなくて、むしろちゃんと組織の次を担ってくれ

る人を雇ってもらわないと、あるいは地域で熱心に動いてくれる

若い人を雇ってもらわないといけないのじゃないかと、その部分

はやっぱりちゃんと出すべきという議論はあったと思います。 

 ということで、１時間なのですが、もう一回り、それを聞いて

補足というふうにいきたいと思いますが、今お話したことをちょ

っとまとめようと思いますので、どちらか消していいですか。 

 

（事務局） 

 今のを消していただいて。 

 

（委員長） 

 わかりました。じゃあこちらを消して、今私がお話したような

項目をまとめて書きますので、皆さん、５分だけちょっと息抜き

していただいて、ほかの人が言ったことをゆるゆる思い出してい

ただいて、補足のコメントを皆さんにつけていただきたいなと思

います。 

 （まとめ中） 

 

（委員長） 

 ということで、皆さんからご議論いただいた内容を、無理やり

ちょっとまとめてみましたが、あまり無理やりすぎたらちょっと

違うというふうに言ってください。 

 まず、希望都市づくり計画の中身のところで、先ほど申し上げ
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たこの辺りのことについて、やや薄い部分があったが、個々必要

であろうという話だと思います。市長さんにしても全部考えてい

ないというわけではないでしょうけれども、具体的な施策や、し

かし具体的な施策の背景として、これを大事にするという姿勢も

含めて、その辺りについては、もう少し市政として既存の市政で

生かされている部分もあるので、今後の総合計画なりのところで、

特に重点的に取り組んでほしいというふうに、委員会の中でも声

が出ましたと言える部分かなと思いました。既存の市政。 

 市と市民の間をつなぐ、あるいは市と市民の関係を変えるのか

もしれません。既存のまちづくりの形、関係を変えるかもしれま

せん。１つのまち、東近江市としてのまちづくりというところで

は、しっかり合意形成をし、きちんと説明責任を果たす。 

 これは実はこっちにもつながるのですが、不十分なところ、重

なっているところはお許しくださいね。課題や足りないものは何

かということを、やっぱり議論しようといっても議論するものが

ないと議論のしようがありませんから、それが何かというのは、

委員さんがおっしゃったように、何が足りないか。あるいは地域

の課題でどんなことが起きているかということに対して、市と市

民の間で、市と市民でどちらが何をする、できるか、どちらが何

をすべきか。その役割分担は何で、お互いができることはどこな

のだろうと、一緒にやれるところはどこなのだろうというふうに、

実践につながっていくようなまちづくりのあり方なのかなと。 

 地域でやれることは地域で住民がやるけれども、それは逆に丸

投げではなく、互いの責任を果たせる関係をつくっていく、そし

ておそらく、じゃあ何を地域でやるのかということは、地域ごと

で違うし、時代ごとにも違うだろうというところは、やはり今後

もしっかり合意形成と説明責任でつくっていこうと。 

 市と市民の間、あるいは市民と市民の間でお互いに伝えていく

こと。できるだけ、いろいろな仕組みとか、まちづくりの形とか

を伝えていくことだという話がありました。 

 それは人材育成とも関わるのですけれども、その継承していく、

あるいは自分たちが新しいものをやったときに伝えていくとい

うことだと思いますし、特に市と市民の間で伝えるというところ

で、ご指摘にあった「伝わる言葉」で伝えること。行政の既存の

用法ということだけでなくて、伝わる言葉で伝えることというの

が必要なのだということが大事だと思いますので、書かせていた

だきました。 

 そういったのは、たぶんこれまでとは違う台本のない審議会だ

とか、委員会だとか、計画づくりというところも、その機会にな

るだろうということになると思いますし、コミュニケーションを

とるというふうなフレーズがありましたけれども、コミュニケー

ションというフレーズがありますけれども、それを意識的につく

っていこうと、努力ですね。あえて時間を超える努力です。 

 １市になっていくには時間がかかりますけれども、その時間を

超えるものがあるとすれば、それはやっぱりそういった意識的に

こういうことを積み重ねていくという努力である。 

 もう１つは、１つでみんなが関われるまちづくりのキャッチフ

レーズが要るのじゃないかと話も、ご意見もありました。それは

キャッチフレーズという言い方もできますし、もう少し深い言い

方をしますと、政治哲学という言い方。 

 これらのことや課題、課題をめぐる議論や会話や実践というの

が東近江市をつくるということなのかなというふうにまとめて

いいのかなというふうに、これでいいと思いましたので、一応？

マークをつけておきました。外してよければ外したいというふう

に思います。 

 ということで、ちょっとここのまとめるまで時間がかかってし

まいましたのですが、こういうまとめ方でいいか。あるいは、こ

ういうまとめ方で、だいたいこんな十分に議論を尽くせていない

というところもあるかと、短時間なのであるかと思いますが、こ

ういうまとめでだいたいいいなと思う人は、この委員会に関わっ

た感想とか、こういうまとめ方で、もう少しこうした方がいいな

と思う方は、それを言っていただいて、だいたい１分ずつぐらい

言っていただくと、きっと事務局が安心して印刷できる。事務局

さんの手元を見ていただくと、ご自身が使いやすいキーボードを

わざわざ持ってきて、ノートパソコンにつないでガシガシ打って

いるという状態ですので、そのご努力にお応えするのですが、１

分ぐらいずつで、皆さん、閉めのコメントをいただきたいと思い

ます。この委員会の感想でも、こういうまとめでいいかというこ

とでも、何でもけっこうです。一言ずついただければと思います。

いかがですか、どなたからでも。 

 

（委 員） 

 私がコミュニケーションという方向論を言うのは、ずっとこの

委員会に参加させていただいて、まったくの素人で、市の職員の

方がいろいろな意味で必死に努力されて、何とかという姿勢をヒ

シヒシと感じたものですから、それを、何というのか、やはり言

葉でもって伝えないと、伝わりやすい言葉でもって伝えないと、

こんな言葉はあれなのですけれども、損をしているというのか、

１つにまとまるものもまとまらないし、だから国が使っている行

政用語とか何とかいうものを、なんか自分たちの力で、やさしい

言葉とか、いろいろなわかりやすい言葉に置き換えて、できれば

キャッチフレーズも委員が言われたように、キャッチフレーズと

いうのは存外大きいのですよね。１つにパッとまとまってしまう。 

 例えば、私がどなたかに「あそこの窓を開けてくれませんか」

と、言葉というのはそれだけ動かす力があるものですから、これ

を職員の方で無知だったらば、客観的な機関で持って、ああこれ

だったらこうやって伝えた方がわかりやすいのじゃないという

ような素人考えでも、そういうのを広告会社とかなんとかいうの

は持っていますので、そういう場合にして、１つにしたいという

ことを言う。 

 そうするとやはり、市民からの反応もかなり違ってくるのじゃ

ないかなというような気がします。だから、それで先に言うコミ

ュニケーションというのは、そういう中でジワッと市長の考えと

か、そういうものを染み込ませていってもいいかというような感

じで言った、盛んに言う訳ですので。 
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（委員長） 

 うまく言えなくて損しているとか、本当はこんなにがんばって

いるのに、それが伝わってこずに損をしているような。 

 

（委 員） 

 まんがを読むなとは言わないですけれども、そういうことも必

要じゃないかなという。だから、そういうことを思い切ってやっ

てもらいたいですね。既存の、そんな行政用語というのは何百年

と続いてきたのだろうかな、それを何とかやさしく外して、何で

も言葉でしていくという、文章にしていくという、やはり努力も

是非していただきたいなというような気がいたします。そういう

意味です。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。続いてどうぞ。 

 

（委 員） 

 いろいろさっきからお話を聞かせていただいて、やっぱり１つ

思ったことは、文化と今の人づくりの問題と生きがいという問題

の関係の中で、今回のマニフェストの中では、あまり議論なかっ

たのですけれども、やはり若い人から老人までの生涯学習という

か、好きすきで個人がやるという話じゃなしに、やっぱり生涯学

習というものの拠点というものは、これから大きくなった地域の

中では、改めて必要じゃないのかなと。それはやっぱり行政が責

任を持って、そういうものの方向性というものを出していくこと

によって、１つの大きい東近江市にまとまってくる１つの早道じ

ゃないのかなという感じがいたしました。 

 

（委員長） 

 ありがとうございました。 

 

（委 員） 

 長々というのはおかしいですけれども、とにかく東近江市を１

つにまとめるというのを、みんなの心の中に、東近江市で自慢の

できるものをたくさんつくっていくということが必要じゃない

かなと思うのです。これから大きくなっていく子どもたちも、よ

そへ出て、僕の住んでいた東近江市はこんなものがあると、例え

ば、お土産ものでもいいです、とてもおいしいものがありますと

いうことでもいいです。自慢のできるものを、みんなの英知を集

めてつくるというのも、大切じゃないかなと思います。 

 それと、１つにまとめていくというのは、行政の仕事として、

１つの町と隣町と共通するものが絶対にあるはずなのです。従来

からずっとやってきて、あそこの村とうちのところとは、ここと

ここは同じことだと、例えば、祭りのときのご馳走でも、同じも

のがあるやないかというようなことであれば、それを１つの特産

品にまとめていってあげるという、結びつける役割、お互いが同

じことをやっていたのだなというようなことを、まとめていくと

いう役割も、行政として必要じゃないかなというように思います。 

 それと、最後、ばかの１つ覚え、「文化とは心の形」というこ

とですから、マナーから何から全部かかってくるのです。文化を

高めるというのは、心の形をまとめていく、高めていくというこ

とですから、これはやっぱり中心に置いてほしいなと僕はいつも

思っています。 

 

（委員長） 

 行政に言われたくなくないですか、心の形とか。でも地域でと

いうことですか。 

 

（委 員） 

 そういうようなことを、例えば、具体的に申しますと、これは

書いてもらわなくていいです。 

 公民館とかでカルチャーをやっていましても、本当に１年で終

わって、次もレベル上がらないのです。次の年は違う先生を呼ん

できてレベルをあげていこうかというのじゃないのです。次の年

も同じことをやっているのです。ですから、それでは文化も何も

高まらない。芸術は高まりますわね。いわゆるマナー教室でも同

じことをやっているのです。ずっといつも同じこと。万年ノート。 

 ですから、やはり高めていくというスパイラルアップというの

ですか、そういうようなことがやっぱり必要じゃないかなという

ふうに思います。これは行政も市民にも全部に必要なことだと、

私はかねがね思っています。 

 

（委員長） 

 経験を何か経験として、同じ経験をしても、また次につながる

というところに、担当者が代わると、これまで一緒に培ったもの

が迷ってまたスパイラルが増すということはあったりして。すみ

ません、私が変なチャチャを入れてしまって、失礼いたしました。

ありがとうございました。次に、私軽くていいわという人どんど

ん軽めに、せっかくですから。 

 

（委 員） 

 この前、障がい者の親の会の３月の総会で、東近江市に一応

30 人ぐらい女性ばっかり集まったのですけれども、その中で、

市長さんの名前を知っていたのが、西澤久夫さんというフルネー

ムを知っていたのは、たぶん１人か２人かいなかったと思う。 

 それで旧の、先ほど委員が言われた 12 万人都市のバリアフリ

ーをとるという、旧の前の能登川町だったら、たぶん前は町長さ

んの名前はほとんどご存知だったと思うのですけれども、今、東

近江市でこの間総会をしたときに、市長さん誰？という感じで、

それで福祉部長誰？誰も知らない。みんな知らない。知らない。

マニフェストも何も聞いたことがない。 

 ここで初めて私はマニフェストを聞いたというのは、選挙のと

きの、原点に戻るマニフェスト。誰も聞いたことがない、そんな

もの知らないと。私がここに実は来ていること、そんなこと聞い

たこともないと。それこそ市長さんの名前を知らない。希望都市

という言葉も知らない。 
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 だから、その辺でやっぱり12 万人都市が早く１つになるとい

うのが、市長さんの考えとか、先ほど言われたように、言葉をも

っとやさしく、マニフェストも難しい言葉じゃなくて、私は市長

ですというのを、もっとボーンと、誰にでもわかるように、子ど

もにまで、市長さんってどんな人か、誰も知らない。フルネーム

なんてとんでもない、名前というか、それが普通の市民じゃなく

て、たまたま子どもが障がいを持っている親でも知らないのです。

やっぱり少しでも行政に本当は訴えにいかないとだめな親にで

も、市長さんの名前を知らないのですよ。そうしたら、まして普

通の市民、何を会議しているか、全然市長さん、知ったことじゃ

ないと。誰やったと。 

 もう本当にがっくりきたのですけれども、やっぱり大きな、12

万人が１つになるというのは大変なことだけれども、やっぱり早

くに先ほどいわれたように、もっとわかるというか、今のこんな

時代に、インターネットの時代に、世界中のニュースは今日あっ

たことなんかネット見たらすぐわかる。 

 それなのに、八日市の人は知っている、旧の永源寺の町長さん

は知っている。でも東近江市の市長なんて知らないという、それ

もおかしな問題というか、何か私はそのときハッと思いましたか

ら、やっぱりこれは何か早くキャッチフレーズか何か知らないで

すけれども、もっともっとわかりやすく下におろしていってもら

わないと、誰も関心が。ここに来てくださっている人らはたぶん

関心がある方と思うのですけれども、そういうものに関わらない

人は全然関心がない。だんだんそれが大きくなればなるほど薄れ

ていく。それは怖いことだと思うので、ちょっとどうしたらいい

のかわからないのですけれども、市長さんの名前ぐらいわかるよ

うな何かそういうことをしてほしいなと思いました。 

 

（委員長） 

 テストの答案に教員の名前を書くところがあるのですが、毎年

試験をやると、必ず試験場で、「先生、名前なんでしたか」と聞

く学生もいるのです。 

 地域に関わる、町に関わる、地続きのどこかで首長の名前 

 

（委 員） 

 市長さん、副市長さんも今いらっしゃるのですよね。助役さん

とかいらっしゃるのか、いらっしゃらないのか、私もそこはわか

らないのですけれども。 

 

（委員長） 

 林さんが副町長。 

 

（委 員） 

 ああそうですか。収入役はもうなくなりましたのですよね。も

うそこら辺で、誰もたぶん、普通の一般の市民の方だったら、文

書とか読まない人だったら知らないと思いますけれどもね。その

辺がもっとやっぱり普通の人に何かわかるような、早く名前も覚

えてもらないと、やっぱり政治ができないと思いますけれども。 

 

（委員長） 

 それは大事な論点として、今日夜お伝えしておきます。ほかに、

そろそろ４時半ですので、急ぎ目でお願いします。 

 委員： 共通の東近江市ということで、ＪＣ時代、まちづくり

をやっているときのキーワードで「誇りうるふるさと八日市」と

いうので、今もまちづくりに関わるときに、いつも子どもらにど

ういうような心のふるさとをつくっていけるかということが、大

事だということで、自分なりにいつもそういうように人に教える。

そろそろ東近江市も子どもらに対して、本当に誇れるふるさと東

近江市にならなければならないので、そういうふうなアクション

が目に見えてあってもいいのじゃないかなというように思いま

す。 

 そのためには、市民との協働、市民と行政の協働のあり方とい

うのは、何か活動をしていてよくわからないので、逆に駅前再開

発があったときは、うちの父親とか市の職員さんとか、平和堂と

ほとんど毎日24 時間一緒にいながら活動していて、もう協働な

んか当たり前みたいにやっていた。逆に今はそれが何か、我々は

ここまでします、あなたはここから先やってみてというような、

何か分業になってしまっていて、ジグソーパズルをつくっている

ような気になってきている。 

 逆に後退しているような気もあるので、そういう意味でいうと、

ちゃんとした市民との協働、行政との協働のあり方の見本という

かお手本というか、そんなものをつくっていただけたらなと思っ

ています。 

 

（委員長） 

 ありがとうございます。ここまで書く必要はないかなと思うの

ですけれども。いろいろ提案いただいたことをスピード感をもっ

てというか、時間を決めてやっていかないといけないと思うと同

時に、やっぱり 50 年後、500 年後の東近江市のことを考えて、

今何をしなければいけないかという大きな目でも考えておかな

いといけないのかなと思っています。 

 

（策定員） 

 せっかくこういう委員会でやってきたことを、ただ報告して終

わりではなくて、継続していくことが大事だとさっきおっしゃっ

たとおり、今後も見守り隊とか、サポート隊じゃないですけれど

も、何かそういうものを立ち上げて、こういうことで悩んでいる

から、ここにこういう人が行って説明してあげようとか、このこ

とはだいぶんちゃんとできてきたねとか、なんか評価とか、次に

つなげていくようなグループがあったらおもしろいのと違うか

なと。今も特に地域の女性なんかは、行動力はありますし、子ど

もを通して地域のつながりもすごくありますし、健康でもなんで

も興味というか、いっぱいいろいろなネットワークを持っている

ので、そういう人で各１市６町のところにそういうグループがあ

って、常にそういう情報交換ができて、私のところではこんなの

をやっているよと、こういう行政の地域の見守り隊みたいなもの
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ができたらいいなと、聞いていて思いました。 

 

（委員長） 

 見守り隊ですね。 

 

（策定員） 

 先日、すごく僕が苦手と思っている人と話さないといけないこ

とがあって、しゃべってみると、すごく共感を得て仲良くなって

しまったのです。何かあと圧倒的に不足しているのは、やっぱり

対話なんかなという気がします。ネット時代だからだと思うので

すけれども、やはり対話、行政の中でも職員同士でも、職員と市

民と、市民の間同士でも、対話をやっぱり増やしていって、共感

が生まれて、その中でこの計画が着実に進んでいくことを望みた

いなというふうに思っています。 

 

（委員長） 

 本音を話ができる関係になるかどうかというのが１つのポイ

ントですね。共感。 

 今掘委員： 先ほどからの繰り返しになりますけれども、大き

なキーワード、東近江市１つという話ですけれども、いろいろな

住民の皆さんの努力が必要ですけれども、まず、市の行政に携わ

っていただく職員さんが、そのことを常に念頭において、それぞ

れご自身がなさっておる仕事の中で、それをしていくにはどうし

たらいいかということの味付けというか、工夫というか、そうい

うことを常で考えていただきながら、まず仕事をしていただける

ということが一番大事かなと思います。以上です。 

 

（委員長） 

 ありがとうございます。 

 

（策定員） 

 今、ちょっとコミュニケーションの話も出たのですけれども、

いろいろな会議に出させていただいたのですけれども、なかなか

やっぱり時間的なこととか、予算的なことがあって、このように

市民の皆さんと議論する回数もほかの会とかは限られたりしま

すので、なかなかこうやって充実した会議はなかったので、こう

いうふうに時間をかけることもある意味ちょっと大変いいこと

かなと感じました。 

 それと、行政の方の無限という面では、やっぱり今まで組織が

小さい中で合併せずにやってきたら、やっぱりトップダウンとい

うのが多くて、それはそれで意味があったかと思うのですけれど

も、組織が大きくなったら、いくら市長が熱い思いを持っておら

れても、下に伝わっていかないので、それを伝えるための仕組み

というのがすごく大事なので、市長プラスαで、その次になる人

なのか、そのまた次になる人なのか、わからないですけれども、

そういう仕組みというのは、やっぱり実現していくうえでは大事

かなと思っております。 

 

（委員長） 

 何か気持ちでは連携しようと、なかなかそれができるあれがな

いと言われますね。 

 

（策定員） 

 皆さんとお知り合いになれて光栄でした。 

 

（委員長） 

 こういうタイプの審議会は、やる方も大変という、本当に皆さ

んの議論でまとめていただきました。本当にいいものができまし

た。それだけ議論したほか、策定員の皆さんも伝えていただいて、

今後に活かしていきたいなとおっしゃってくださった方も何人

もおられますので、 ともに、いろいろな意味で今後にいかして

いただきたいと思います。 

 本当に、皆さん それでは、議論のところは一回閉めまして、

最後にこれを、今打っていただいているのをちょっと見て、印刷

してもらって、確認して、それを市長にお渡しして、終了という

ことにしたいと思います。 

 （進呈） 

 

（委員長） 

 平成２１年７月１５日、諮問がございました希望都市づくり行

動計画について、委員会で慎重に、また活発に審議を重ねてまい

りました。別添のとおり行動計画にとりまとめましたので、本日

お渡しさせていただきます。 

 東近江市民の皆さんの暮らしが輝く希望都市づくりの実現に

向けて、議会、市民また市長のイニチアチブで実現されていくこ

とを、座長としてお願い申し上げます。ありがとうございます。 

 市長： ありがとうございます。 

 （拍手） 

市長： 楽しみにしていました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


